
２６

終活セミナー開会の挨
拶をするとき

終活セミナーでの司会進行の仕方

終活セミナーのプログラ
ムについて説明するとき

葬儀形態の種類につい
て説明するとき

一般葬について説明する
とき

１

「本日はご多忙の中、弊社主催の終活セミナーにご参
　加いただき誠にありがとうございます」

「これより第○回終活セミナーを開始いたします」

言 葉

開会の挨拶をする場合は、最初に終活セミナー参加への謝辞を述

べ、その後で終活セミナー開始の挨拶をします。

〈解説〉

「本日の終活セミナーでは、ご葬儀の種類や一般的なご

　葬儀の流れ、そして弊社がご用意いたしております、ご

　葬儀プラン並びにメモリアル会員制度のご説明などを

　予定いたしております」

言 葉

終活セミナーのプログラムを説明するときは、開始から終了までのプ

ログラムを時系列的に説明します。一般には、参加者に配布されて

いる資料に書かれたプログラムに添って説明します。

〈解説〉

「それでは、まず形態別に見たご葬儀の種類について
　ご説明したいと思います」

言 葉

葬儀の種類について説明を始めるときは、導入の言葉としてこのよう

に言います。

〈解説〉

「家族葬がご参列の方を制限するのに対し、ご参列の

　方に対する制限を設けずに行われるご葬儀を一般葬

　と呼んでおります」

言 葉

一般葬という形態の葬儀ではなく、家族葬のような制限を設けない

葬儀を便宜上、一般葬と呼んでいることを、参加者に分かりやすく

説明します。

〈解説〉

．



２７

家族葬について説明する
とき

無宗教葬について説明
するとき

無宗教葬の式次第につ
いて説明するとき

１．終活セミナーでの司会進行の仕方

「一般に、ご家族やご親族を中心に執り行われるご葬
　儀が家族葬と呼ばれております」

「家族葬には、故人様とのお別れの時間をゆっくりとお

　過ごしいただけるというメリットがある反面、ご葬儀に

　参列される方を制限する難しさもあるご葬儀形態か

　と存じます」

言 葉

家族葬についての社会的な定義はありませんので、ここでは一般に

言われている、家族葬の内容や特徴などをお話します。また、家族

葬のメリットやデメリットについて簡潔に述べます。

〈解説〉

「仏教や神道、キリスト教など、いずれの宗教も介在す

　ることのないご葬儀形態が一般に無宗教葬と呼ばれ

　ております」

言 葉

仏教や神道、キリスト教など、いずれの宗教も介在することなく執り行

われるのが「無宗教葬」であることを簡潔に説明します。

〈解説〉

「無宗教葬の式次第に明確な決まりはありませんが、

　一般にご参列の方が献花、黙祷をされた後で開会の

　ご挨拶があり、お別れの言葉（弔辞）や故人様を偲んで

　のスピーチ、親族代表謝辞などが行われることが多い

　ようです」

言 葉

無宗教葬は宗教が介在しない葬儀形態ですから、式次第について

も宗教的なきまりはありません。したがって、ここでは無宗教葬の一

般的な式次第について説明しています。

〈解説〉



２８

音楽葬について説明する
とき

葬儀の流れについて説明
を開始するとき

遺体搬送から納棺まで
を説明するとき

「生前、音楽がお好きだった故人様を音楽でお送りしよう
　というのが音楽葬です」

「ご葬儀で流れる音楽はＣＤの他に、ピアノや弦楽四重奏

　などの生演奏があり、故人様がお好きだった曲を中心に

　演奏いたします」

言 葉

音楽葬を説明するときは、どのような音楽を葬儀の中で流すのかを

説明します。また、音楽葬における音源や流す曲目などについても

併せて説明します。

〈解説〉

「病院で万が一、『もしもの時』 をお迎えになるようなこと

　がございましたら、２４時間、何時であっても結構ですの

　で、わたくしどもへご連絡をいただきます」

「そして、病院からご自宅など、ご指定の場所までお送り

　させていただき、到着いたしましたら、故人様にはドライ

　アイスのご処置が行われます」

「ご連絡をいただきましたら、わたくしどもの担当者が病院
　へお迎えに上がります」

「その後、故人様には旅支度をしていただいたうえで、お
　棺にご安置する納棺の儀が執り行われます」

言 葉

遺体搬送から納棺までを説明する際、「もしもの時」の連絡は、２４

時間いつでも可能であることを明確に説明します。また、遺体搬送

を説明するときは、「遺体搬送」という言葉は使わずに「ご指定の場

所までお送りさせていただき」という言い方に換えます。

〈解説〉

「それでは次に、ホール葬でのご葬儀の流れについてご説
　明させていただきます」

言 葉

終活セミナーでのプログラム進行のひとつです。ここからは、ホール

葬での葬儀の流れについての説明が始まります。

〈解説〉



６５

５．面談による葬儀事前相談対応での話し方

葬儀日程の決め方につ
いて説明するとき

ここでは、お葬式の日程の決め方を簡潔に説明しています。お葬式

の日程を決める主な項目は、喪家様の希望、菩提寺の住職の都合、

火葬場の空き状況と併せて、ホール利用の場合はホールの空き状

況などです。

〈解説〉

言 葉

「お葬式の日程は、一般に喪家様のご希望や菩提寺

　のご住職のご都合、火葬場の状況などを中心にご考

　慮いただいたうえで決められます」

「わたくしどものホールをご利用になる場合は、ホール

　の空き状況もご考慮いただきます」

生花祭壇とは、どのよう
な祭壇かを説明するとき

ここでは、生花祭壇についての概要を簡潔に説明しています。主な

項目としては、生花を中心に作られた祭壇を生花祭壇と呼ぶことや、

お好きな花で祭壇をアレンジすることが可能であることなどです。

〈解説〉

言 葉

「生花を中心に作られた祭壇を、一般に生花祭壇と呼
　んでおります」

「生花祭壇では、お好きなお花を使って、様々なアレンジ
　をすることが可能です」

メモリアルコーナーとは、
どのようなものかを説明
するとき

「メモリアルコーナーとは、亡くなられた方の生前が偲ば

　れるような、その方ゆかりの品を展示して、ご参列の方

　々に見て　いただくためのスペースです」

言 葉

ここでは、メモリアルコーナーについての概要を簡潔に説明していま

す。主な項目としては、メモリアルコーナー設置の意味や、そこで展

示される亡くなられた方ゆかりの品物についてです。

〈解説〉

「亡くなられた方が生前お召しになっていたお洋服やお

　使いになっていたゴルフクラブ、釣竿などがよく展示さ

　れます」



６６

預金口座の凍結につい
て説明するとき

「通常、亡くなられた方の預金は、相続人全員の共有
　財産となります」

言 葉

亡くなられた方の預金は相続人全員の共有財産となるため、預金

口座からお金が引出せなくなることを説明しています。

〈解説〉

「金融機関は預金者の死亡を確認した時点で口座を凍

　結するため、預金口座からお金が引き出せなくなってし

　まいます」

実現不可能な要望をお
客様から言われたとき

たとえ実現不可能な要求であっても、即座に「できません」と言うので

はなく、このように実現不可能な理由を事前相談のお客様に丁寧に

話します。

〈解説〉

言 葉

「誠に申し訳ございません」

「ご要望にお応えしたいところではございますが、○○
　の理由から難しくなっております」

葬儀後の法要の種類に
ついて説明するとき

法要の種類はこれ以外にもありますが、事前相談のお客様に説明

する際は、主な法要の種類を簡潔に説明します。また、法要は宗派

や地域によっても内容が異なることを話します。

〈解説〉

言 葉

「初七日の法要に始まり、忌明けとなります四十九日の
　法要、さらに百か日の法要が営まれます」

「百か日の法要が済みますと一周忌の法要が営まれ、

　三回忌、七回忌、十三回忌と年忌法要と呼ばれる法

　要が営まれます」

「そして、最後の法要が弔い上げと呼ばれる三十三回忌
　の法要でございます」

「以上が仏教における法要の種類ですが、法要は、宗派
　や地域の慣習によっても異なることをご了承ください」



１０１

旅支度の口上における話し方８．

納棺の儀の開始を、ご
遺族やご親族に伝える
とき

納棺の儀

「まもなくご納棺の儀を開始させていただきます」

言 葉

納棺の儀を開始する前に、ご遺族やご親族がいる場所へ伺い、姿

勢を正してこのように言います。

〈解説〉

「ご遺族、並びにご親族の皆様はお揃いでしょうか」

言 葉

納棺の儀を開始する前に、ご遺族やご親族が全員揃っているかを

喪主様に確認します。

〈解説〉

ご遺族やご親族がお揃
いになったかを確認す
るとき

故人様を部屋の中央に
移動するとき

言 葉

納棺の儀を行うために故人様を移動するときは、このように言いま

す。また、故人様移動の手伝いを男性の方に依頼するときは、「恐

れ入りますが」というクッション言葉を付けて依頼します。

〈解説〉

「恐れ入りますが、男性の方にお手伝いをいただい
　てもよろしいでしょうか」

ご遺族：「はい。わかりました」

担当者：「それでは参ります」
「１、２、３」

担当者：「皆様、ありがとうございました」
（※部屋の中央に移動したら）

会話例

ご遺族：「はい、いいですよ」

「それでは、１、２、３でご移動をお願いいたします」
担当者：「ありがとうございます」

「恐れ入りますが、男性の方にお手伝いをいただいてもよろし
　いでしょうか」

担当者：「故人様をお部屋の中央へご安置したいと存じます」

「故人様をお部屋の中央へご安置したいと存じます」



１０２

納棺の儀、開始のご挨
拶をするとき

ご遺族やご親族を、故
人様の近くにご案内す
るとき

ご遺族やご親族に、故
人様のお顔や手を拭い
ていただくとき

納棺の儀開始の挨拶は姿勢を正し、両手を体の前で組んだ状態

で行います。視線はご遺族やご親族の方に向けて、落ち着いた口

調で話します。

〈解説〉

言 葉

「それでは、ただ今よりご納棺の儀を開始させていた
　だきます」

喪主様には故人様の顔の近くに座っていただき、他のご遺族やご親

族には、故人様の布団の近くに座っていただくようにご案内します。

〈解説〉

言 葉

「ご遺族並びにご親族の皆様、故人様のお近くにお
　集まりいただけますでしょうか」

故人様を拭くカット綿はご遺族やご親族に丁寧に渡します。なお、カ

ット綿を渡すときは無言で渡さず、「お願いいたします」という言葉を

添えて渡します。

〈解説〉

言 葉

「お一人様ずつ、こちらのカット綿で故人様のお顔や
　お手を拭いていただきます」

「よろしくお願いいたします」

故人様への旅支度を開
始するとき

故人様の近くにいる、ご遺族やご親族を静かに見廻しながら、落ち

着いた口調で話します。

〈解説〉

言 葉

「それではこれより、皆様のお手で故人様に旅支度
　をしていただきます」

「どうぞ、よろしくお願いいたします」



１０３

故人様に足袋を着ける
とき

た び

言 葉

故人様に履かせていただく足袋を両手で持ちながら、履かせ方の

説明をします。また、ご遺族やご親族に足袋を渡すときは、ゆっくり

と丁寧に渡します。

〈解説〉

「お二人一組で、片方ずつ履かせていただきます」

「こちらは故人様に履かせていただく足袋でござい
　ます」

た　び

た び

きゃはん

故人様に脚絆を着ける
とき

きゃはん

故人様の足に着ける脚絆を両手で持ちながら、着け方の説明をし

ます。また、ご遺族やご親族に脚絆を渡すときは、ゆっくりと丁寧に

渡します。

〈解説〉

言 葉

「こちらは故人様が旅の途中、足に小石などが直接

　当たらないようにするためのスネ当てであり、『脚絆』

　と申します」

「お二人一組でお着けくださいますよう、お願いいた
　します」

きゃはん

故人様に手甲を着ける
とき

てっこう

故人様の手に着ける手甲を両手で持ちながら、着け方の説明をし

ます。

〈解説〉

言 葉

「こちらは故人様が旅の途中、木の小枝などで手を

　ケガしないようにするためのものであり、『手甲』と

　申します」

「お二人一組でお着けくださいますよう、お願いいた
　します」

てっこう

てっこう

８．旅支度の口上における話し方 納棺の儀



１８４

あ 行

言い換え丁寧敬語

あさって

朝早くに

明後日（みょうごにち）

使用例 「明後日（みょうごにち）午後１時からのご葬儀でよろしいでしょうか」

愛用

ご愛用
使用例 「故人様がご愛用になっていらっしゃったお召し物を、ご用意いた

　だけますでしょうか」

愛読書
ご愛読されていたご本

使用例 「故人様がご愛読されていたご本はございますか」

愛用品
ご愛用のお品

使用例 「故人様ご愛用のお品はございますでしょうか」

挨拶
ご挨拶
使用例 「喪主様にご挨拶させていただきます」

会う
お目にかかる

使用例 「本日、初めてお目にかかります」

使用例

早朝に

「早朝にお電話をして申し訳ございません」

あした

足
おみ足
使用例 「故人様の、おみ足をお持ちください」

明日

使用例 「明日（みょうにち）の午前９時にお伺いいたします」

（みょうにち）

明日以降
後日

使用例 「ご請求書は後日（ごじつ）、ご自宅へお届けに上がります」

（ごじつ）

お客様に好印象を与える
　　　　　接客に適した言葉への言い換え



１９５

きのうの夜

希望

昨夜

使用例 「昨夜は、よくお休みいただけましたでしょうか」

来てもらい
ご足労いただき
使用例 「わざわざご足労いただきありがとうございました」

来てください
お越しください

使用例 「喪主様、恐れ入りますが、式場までお越しください」

記入
ご記入

使用例 「こちらの書類に、ご記入をお願いいたします」

気づいたこと

きのう

使用例

ご希望

「ご葬儀についてのご希望をお聞かせください」

気持ち

決める
お決めいただく
使用例 「ご葬儀の形態を明日までにお決めいただけますでしょうか」

ご心中

使用例 「ご心中お察しいたします」

兄弟
ご兄弟

使用例 「ご兄弟の皆様は、何名様ぐらいいらっしゃいますか」

協力
ご協力

使用例 「アンケートへのご協力をお願いいたします」

使用例

お気づきの点

「ご葬儀についてお気づきの点をお聞かせください」

昨日

使用例 「昨日（さくじつ）は、大変お疲れ様でした」

（さくじつ）

言い換え丁寧敬語 【か行】＜か～き＞



２０４

準備してくだ
さい

生涯

ご準備ください

使用例 「まもなく開式のお時間となりますので、ご親族の皆様はご準備

　ください」

順番に
ご順に
使用例 「喪主様からご順にお焼香をお願いいたします」

趣味
ご趣味

使用例 「お父様は、何かご趣味などはございますか」

準備

ご準備

使用例 「ただ今、ご準備をいたしますので、少々お待ちいただけます

　でしょうか」

出発

準備が終わり
ました

ご準備が整いました

使用例 「ご出棺のご準備が整いました」

使用例

ご生涯

「○○様は、教育にご生涯を捧げられたと伺っております」

食事

焼香
お焼香

使用例 「こちらでお焼香をお願いいたします」

お食事

使用例 「お食事会場はこちらでございます」

食事時間中に

お食事時に

使用例 「お食事時に失礼いたします。急ぎの用件でお電話させていた

　だきました」

乗車
ご乗車

使用例 「火葬場に行かれる方は、マイクロバスにご乗車ください」

ご出発
使用例 「これより故人様は葬儀式場に向けて、ご出発になります」

どき

どき



２３６

葬祭事業関連用語

あ行

アームタオル(arm towel)
料理などを運ぶスタッフが腕に掛けるタオルで、トー
ションとも呼ばれる。熱い料理を持つときなどに使用
する。

アイコンタクト（eye contact)
葬祭スタッフ同士などが、お互いに相手の目を見た
り視線を交わしたりすることで、意思の疎通を図ること。

後飾り（あとかざり）
火葬された故人の遺骨を、四十九日の忌明けまで
安置するための自宅に置く祭壇。中陰壇という場合
もある。

アトリウム(atrium)
ガラスやアクリルパネルの屋根で覆われた空間。古
代ローマの住宅建築で中庭風の広場。

アポイントメント(appointment)
お客様との面談の約束や予約を指す。アポイントや
アポなどと略されることが多い。

編み笠（あみがさ）
納棺の儀における旅支度の品物のひとつ。棺の中
に入れ、故人の枕元に置くことが多い。

アメニティグッズ(あめにてぃぐっず)
宿泊施設の浴室にある、シャンプーやリンス、歯ブラ
シ、シャワーキャップなどの備品を指す。

威圧（いあつ）
社会的な地位や権力、恐怖を感じる目などで、相手
を押さえつけること。ときには言葉も相手を威圧する
ための道具として用いられる。

アンダークロス（under cloth)
テーブルクロスの下に敷かれるネルの素材で作られ
た布。薄いスポンジ状のものをテーブルに貼り付け
て、その上にテーブルクロスを掛ける場合もある。

案（あん）
神式の葬儀の際に使われる、白木でできた物をの
せる台のこと。

粗利益（あらりえき）
損益計算書の売上総利益を指す。売上高から売上
原価を差し引いたもの。

アメニティ(amenity)
居住空間の快適さを指す言葉。葬祭ホールにおけ
る仮眠室など、居住空間のアメニティに対する利用
客の要望は、今後さらに増えることが予想される。

アフターサービス(after service)
葬儀利用のお客様に対して、葬儀の施行後に行わ
れるサービス。葬儀後に必要な各種の届け出や、困
り事などに対する相談業務がある。

アテンダント(attendant)
付添人や随行員などを意味する。葬儀業界では、
お客様の案内係や接客係などを指す場合が多い。

悪質クレーマー（あくしつくれーまー）
通常のクレーム客とは異なり、会社などに無理な要
求を押しつけて金銭を取ろうとするクレーム客。

相（合）見積もり（あいみつもり）
葬儀社などに葬儀を発注する前に、葬儀料金を比
較検討するため、複数の葬儀社から見積書を取ること。

アイドマ（ＡＩＤＭＡ）モデル
商品の購入やサービスの利用に至るまでの心理変
化を、段階的に表したもの。Attention（注意）Interest
（関心）、Desire（欲求）、Memory（記憶）、Action（行
動）の5つの頭文字をとったもの。

後払いの儀（あとばらいのぎ）
神道の葬儀において、出棺の後に関係者を祓い清
めること。

はら

威圧感（いあつかん）
社会的な地位や権力、恐怖を感じる目、言葉などで
威圧されるような感覚。相手からの威圧感によって、
正常な交渉が妨げられる。

家墓（いえはか、いえばか、いえぼ）
先祖代々受け継がれている、家族や同一の姓の親
族が安置されている墓。

移棺（いかん）
故人の棺を喪家宅から、葬祭ホールなどの式場に

遺家族（いかぞく）
その家の主人の死後に遺された家族のこと。



２４１

葬祭事業関連用語【あ行・か行】＜え～か＞

改葬（かいそう）
お墓に埋葬されている遺骨や遺体を、別のお墓に移
して供養すること。改葬については、墓地、埋葬等に
関する法律に定められている内容に添って行われな
ければならない。

会葬経路（かいそうけいろ）
葬儀において、会葬者が来られてから焼香をして帰
るまでの経路。会葬経路は葬儀における客導線で、
葬祭ホールなどの入口から受付を経て、式場内で
の焼香を終わって帰るまでの客導線を指す。

会葬返礼品（かいそうへんれいひん）
通夜や葬儀への参列者に礼状を添えて渡す品物。
高額の香典をいただいた方には、四十九日の忌明
けに香典返しを贈ることが多い。

介添え係（かいぞえがかり）
結婚式において、新郎新婦を専門にお世話する係
のこと。最近では、高齢の喪主様を専門にお世話す
る介添人を設けている葬儀社も増えてきた。

価格訴求型商品（かかくそきゅうがたしょうひん）
価格の安さを強くアピールして販売しようとする商品。
ディスカウントストアなどが、折り込みチラシなどで自
社商品の低価格をアピールすることが多い。

開拓的広告（かいたくてきこうこく）
新たに市場へ投入された、商品の機能や内容を多
くの消費者に幅広く知ってもらうための広告。イメー
ジ的な内容よりも、商品のメリットなどの説明に重点
が置かれる。

額面広告（がくめんこうこく）
電車やバスなどの壁面に貼られた広告のこと。乗っ
ている人が一定時間動くことができないため、見られ
る可能性が高い。また、通勤電車やバスなどは、同じ
人が同じ広告を何度も見るために認知効果が高い。

外注比率（がいちゅうひりつ）
売上原価に占める外注費の割合。葬儀の場合、会
食サービスでの配膳会などへのスタッフの発注や、
プロ司会者の発注などが外注費となる。

戒名（かいみょう）
受戒の際に出家者や在家信者に与えられる名前。
本来は生前に与えられるものだったが、平安末期か
ら死者に対して与えられるようになった。なお、浄土
真宗では法名、日蓮宗では法号という。

海洋葬（かいようそう）
故人の遺骨を細かく砕き、海に散骨するスタイルの
葬儀。海が好きだった故人の遺言に従って行われる
こともある。

顔当て布（かおあてぬの）
遺体の顔に掛ける白い布。病院が用意する場合と、
葬儀社が用意する場合とがある。

音楽葬（おんがくそう）
故人が生前好きだった音楽（曲や歌）を、告別式の
中で流す葬儀形態。音楽ＣＤや楽器の生演奏など、
喪家の希望に合わせて行われる。

遠忌（おんき）
５０回忌や１００回忌など、故人が亡くなってから長い
年月が経過している年忌をいう。また、仏教における
宗派の、宗祖没後数百年経って行われる法要を大
遠忌と呼ぶことがある。

か行

ガーデニング墓地（がーでにんぐぼち）
敷地の中に花や木などが植えられており、公園のよ
うな景観を有する墓地のこと。

開眼供養（かいげんくよう）
仏壇や墓石を新たに購入した際に、僧侶を招いて
行われる仏教儀式。開眼法要や入魂式、魂入れな
どともいう。

会席料理（かいせきりょうり）
本膳料理を簡略化し、料理を気軽に楽しめるように
アレンジされたもの。宴会などの席で提供されること
が多い。

懐石料理（かいせきりょうり）
お茶会を催した際に提供される料理で、元々は「会席」
の字が使われていたが、江戸時代の半ばから「懐石」
の字が使用されるようになった。

過呼吸症候群（かこきゅうしょうこうぐん）
何かのきっかけで呼吸数が増え、しびれやけいれん、
めまい、混濁などが起こる状態。過呼吸の状態にな
ると血液がアルカリ性に傾く。

過去帳（かこちょう）
故人の戒名（法名・法号）や俗名、亡くなった年月日、
享年などを記録しておく帳簿のこと。寺院や各家庭
の仏壇に安置される。



２５９

葬祭事業関連用語【さ行】＜す～そ＞

葬儀施行リピート率（そうぎせこうりぴーとりつ）
過去に自社で葬儀を施行した実績のある喪家の中
で、2回以上のリピート利用のあった利用客の割合。
リピート率が高いほど、施行した葬儀に対する利用客
の満足度が高いと考えられる。

相続（そうぞく）
人が亡くなったときに、その人が所有していた財産の
権利や義務を受け継ぐこと。相続の対象となる財産
は、土地や建物、預貯金などのプラスの財産以外に、
借金などのマイナス財産も含まれる。

先導（せんどう）
先頭に立って導くこと。葬祭ホールの玄関に到着した
導師や喪家に対して、目的の場所まで案内をするこ
と。先導する人の斜め前に立ち、半身の体勢でゆっ
くりと歩く。

戦略（せんりゃく）
元は戦争用語で、戦争に勝つための総合的な考え
方や作戦。経営戦略や事業戦略、営業戦略など、
現在では企業経営の中で使われることも多い。

相続欠格（そうぞくけっかく）
法定相続人が相続に関して、不正な利益を得ようと
して、不正な行為をした場合、その法定相続人が相
続人の資格を失うこと。

葬儀委員長（そうぎいいんちょう）
社葬や団体葬などに多く見られる葬儀の最高責任
者。会社の場合は経営トップが務めることが多く、僧
侶の読経の後で、葬儀委員長が挨拶を述べること
が多い。

葬儀CS戦略（そうぎしーえすせんりゃく）
葬儀施行において遺族や親族、及び会葬者などの
満足度を高めるための体系的な方策を指す。接客
応対やクレーム対応、葬儀後のアフターフォローな
ど多岐にわたる。

潜伏期間（せんぷくきかん）
病原菌が体の中に入ってから、症状が現れるまでの
期間。病原体の種類によって、その長さは異なる。

葬儀事前相談決定率

事前相談客のうち、何％の相談客が葬儀を自社で
決定したのかを比率で表したもの。事前相談が葬儀
受注の重要チャネルになった現在では、相談客の葬
儀決定率を高めることが、葬儀施行件数を増やすキ
ーポイントとなる。

（そうぎじぜんそうだんけっていりつ）

葬儀受注チャネル別分析

葬儀受注のチャネル別に分析を行い、どのチャネル
が最も自社にとって有効かを把握する。受注チャネ
ルには、リピート受注や事前相談、紹介、終活イベン
トなどがある。

（そうぎじゅちゅうちゃねるべつぶんせき）

葬儀商品のイメージ特性

その葬儀商品が持つイメージ的な要素で、温かみや
荘厳さなど、大きさや数のように数値で表すことが難
しいもの。

（そうぎしょうひんのいめーじとくせい）

対するアフターフォローや事後相談業務などが挙げ
られる。

葬儀商品の付加的サービス特性

その商品を購入することによって得られるサービスを
指し、一般的には、商品の保証やアフターサービス
などがある。葬儀商品においては、葬儀後の喪家に

（そうぎしょうひんのふかてきさーびすとくせい）

葬儀喪家別情報管理

喪家別情報管理台帳を作成し、自社で施行した利
用客の情報を一括管理する。喪家基本情報や葬祭
関連利用状況などを整備することにより、リピート喪
家としての情報管理と的確な販促活動を行う。

（そうぎもけべつじょうほうかんり）

葬儀パッケージ商品

葬儀の施行に必要な備品が最初からセットされてい
る商品。祭壇の大きさやグレードなどによって、商品
の価格が設定されている。

（そうぎぱっけーじしょうひん）

相続財産（そうぞくざいさん）
相続により相続人が被相続人から承継する財産のこ
と。土地や建物、預貯金などのプラスの財産以外に、
借金などのマイナス財産も含まれる。

相続財産管理人（そうぞくざいさんかんりにん）
相続人の存在、不存在が明らかでないときや、相続
人全員が相続を放棄した場合、申し立てにより家庭
裁判所が選任する管理人。

相続人（そうぞくにん）
被相続人の死亡によって、被相続人が所有していた
財産を承継する人のこと。

相続排除（そうぞくはいじょ）
相続人が被相続人に対して、著しい非行の事実があ
る場合、被相続人が家庭裁判所に申し立てをして、
相続人の地位を奪うこと。



２７０

法名軸（ほうみょうじく）
浄土真宗系の宗派で使用される掛け軸のこと。掛け
軸には、故人が亡くなった日や法名などが記載され、
仏壇の側面に掛けられる。

芳名帳（ほうめいちょう）
結婚式や葬儀の際に受付で使用される帳簿。葬儀
においては、参列者が葬儀会場の受付で氏名や住
所を書くもの。芳名帳は会葬者名簿として喪家に保
存される。

芳名版（ほうめいばん）
葬儀などで、供花を供えた人の名前だけを、別の場
所に一覧で掲示するもの。

法要（ほうよう）
法義の枢要。又は、死者の追善供養のため、四十
九日まで７日ごとに行う仏事や、年忌に営む仏事の
こと。

ポジショニング（positioning）
葬儀業界においては、自社や自社の商品について、
市場内での戦略的な位置づけのこと。グレードや規

模、価格などにおけるポジショニングが一般的である。

ポスティング（posting）
葬儀業界における販売促進活動では、自社のパン
フレットやチラシを、商圏内の各家庭の郵便ポストに
配ること。

ホスピス(hospice)
主に末期癌患者に対する緩和治療や終末期医療を
行う医療施設のこと。苦痛症状を緩和する治療を中
心におこなう。

ホスピタリティ(hospitality)
温かな心遣いや、温かなおもてなしなどの意味があ
る。葬儀業界では、遺族や親族といった喪家に対す
る温かな心遣いと同時に、病人を抱えた事前相談客
などにも、温かな心遣いであるホスピタリティが求め
られる。

法話（ほうわ）
仏法に関する話しのこと。又は、葬儀や法事の際に、
僧侶が参列者に仏法に関する話をすること。

ポータルサイト(portal site）
検索エンジンなどを中心とした、インターネットにお
いて入口となるようなウエブサイトのこと。ポータルと
は、玄関や正門という意味がある。

法定分割（ほうていぶんかつ）
民法で決められた、相続財産の分割の仕方。

法定相続人（ほうていそうぞくにん）
民法で定められている相続人のこと。被相続人の配
偶者や子供、父母などがあげられる。

法定相続分（ほうていそうぞくぶん）

１．配偶者と子供が相続人である場合
配偶者２分の１、子供（２人以上のときは全員で）
２分の１

２．配偶者と直系尊属が相続人である場合
配偶者３分の２、直系尊属（２人以上のときは全
員で）３分の１

３．配偶者と兄弟姉妹が相続人である場合
配偶者４分の３、兄弟姉妹（２人以上のときは全
員で）４分の１

法定相続分は下記の通り定められている。

菩提寺（ぼだいじ）
その家が代々帰依して、葬儀や追善供養を営む寺
院のこと。檀那寺ともいう。

ホテル葬（ほてるそう）
ホテルの宴会場で行われるお別れ会などを指す。
ホテル葬では、遺体の安置と焼香ができないのが
一般的で、花祭壇への献花が行われることが多い。

ポニーテール(ponytail)
女性の髪型の一種で、小さな馬であるポニーのシッ
ポを連想させるところから、ポニーテールと呼ばれる。

本尊（ほんぞん）
信仰や祈祷の対象として寺院や仏堂の中央に位置
する仏像のこと。又は、仏壇の中に安置されている
仏像や掛け軸。

本膳料理（ほんぜんりょうり）
正式な日本料理の膳立て。室町時代に武家の礼
法とともに確立し、江戸時代に内容・形式ともに発達
した。

盆提灯（ぼんちょうちん）
お盆の時期に、先祖の霊が迷わずに帰ってくるため
の目印として飾られる提灯のこと。

梵鐘（ぼんしょう）
寺院の鐘楼につり、撞木で打ち鳴らすつり鐘のこと。


